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30日(金)は館内整理日のため
休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp
http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

20日 (　　　　　　  )

15日 (午後3時30分～)月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会

9月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎

9月27日（火）うさぎのおやこ
9月13日（火）ブラウンベア（えいご）

9月10日（土）
9月24日（土）

パパのえほんタイム
エトワールの会

問い合わせ／生涯学習館

◎誕生日だけであなたの未来が９割わかる/佐奈由紀子著　◎再起/宮
嶋茂樹著　◎池上彰の就職読本/池上彰著◎もしベクレルさんが放射能
を発見していなければ。/大宮理著　◎サッカーボーイズ１５歳/はらだみ
ずき著　◎保湿とＵＶケアだけが美肌を作る/北條元治著　◎ワンプレ
ートごはん/中村美穂著　◎風水ガラクタ整理法/メアリー・ランバート
著　◎シンプル暮らしのお片づけ/柳沢小実著　◎余震/ロバート・Ｂ．ラ
イシュ著　◎甘ゼリー・塩ゼリー/渡辺麻紀著 　◎世界で一番美しい人
体図鑑/奈良信雄著　◎ポニーテール/重松清著　ほか

日時：9月24日（土） 午後2時～
場所：生涯学習館　学習室１
課題：「深い河」
　　　　　遠藤　周作/著

　　　

1冊の本から見える、いろんなキモチ。

第57回読書会第57回読書会第57回読書会
♪新着書案内♪♪新着書案内♪

河口 4時15分～
大石 4時45分～

新規参加者大募集！！

●0・1・2・3歳対象〈午前10時30分～〉

●幼児～小学生低学年対象
〈午後1時30分～〉

　生涯学習館で古くなって廃棄となった雑誌を必要
な方にお売りいたします。生涯学習館の入り口前で、
一冊50円で販売します。数に限りがありますので気に
なった雑誌があればぜひお手に取ってみてください。
　尚、これらの売り上げは図書館友の会から生涯学
習館へ資料費として寄付されます。

◎うきうきごきげんシアター/ケロポンズ　新沢とし
ひこ著◎スポーツで心を強くする子育て/本田大三郎
著　◎和田秀樹式子どもが正しく育つ親の教科書/
和田秀樹著　◎放射能からママと子どもを守る本/
野口邦和著　◎ママ！しんぱいいらないよ。/池川明
著　◎最強母乳外来/ＳＯＬＡＮＩＮ著　ほか

♪廃棄雑誌等、売ります♪

プチ古本市の開催中プチ古本市の開催中プチ古本市の開催中

☆図書館友の会から☆ 子育て応援コーナ
新着資料のご案内
子育て応援コーナ
新着資料のご案内
子育て応援コーナ
新着資料のご案内

　生涯学習館児童創作ルームにて子育てに奮闘するママ・パパのために子育て応援コーナーを設置いたしまし
た。育児の悩み、しつけ、食育などさまざまな情報の提供しています。今後も充実した資料を提供していきます。
ぜひ、ご利用ください。
　また、図書館利用のママ・パパのための託児サービス「ママピヨタイム」を実施しています。（休館日は除く）

生涯学習館では、子育て中の
ママ・パパを応援しています！
生涯学習館では、子育て中の
ママ・パパを応援しています！
生涯学習館では、子育て中の
ママ・パパを応援しています！

ご利用にあたり、「ママピヨタイム利用規約」を必ずご確認いただいてからお申込みを受け付けております。
詳しくは、生涯学習館窓口もしくは生涯学習館ホームページをご覧ください。

※どちらかの時間帯、１日１回のご利用でお願いします。

①10：30～11：00（30分間）　
②11：30～12：00（30分間）毎週木曜日
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富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信

〈地域社会活動と地域ボランティア活動〉
～広げようネットワークの輪～
〈地域社会活動と地域ボランティア活動〉
～広げようネットワークの輪～

子ども未来創造館  石見谷先生の作品

子供達の喜ぶ切り虫の作品

切り虫に挑戦する子供達

　
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
十
四
年
三
月
、
渡

辺
リ
ー
ダ
ー
、
鈴
木
代
表
、
武
井
氏
と
私
の
四
名
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
富
士
河
口
湖
町
の
高
齢
者
世
帯

障
害
者
家
庭
を
対
象
と
し
て
、
「
家
電
製
品
、
及
び

屋
内
電
器
」
の
修
理
を
目
的
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
し
て
、

さ
っ
そ
く
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
二
五
〇
件
余
り
の
修
理
実
績
が
あ
り
、

各
家
庭
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
平
成

二
十
年
の
冬
、

「
上
野
原
コ
モ

ア
し
お
つ
」
で

お
も
ち
ゃ
ド
ク

タ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
お
ら

れ
る
、
木
本
氏

を
知
り
、
こ
の

方
か
ら
先
輩
と

し
て
指
導
を
受

け
、
細
や
か
な

ご
指
導
と
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
お
も

ち
ゃ
修
理
も
始

め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年

十
月
、
生
協
コ

ー
プ
や
ま
な
し

主
催
の
子
育
て

広
場
「
ぱ
る
る

ん
２
０
０
９
」

の
イ
ベ
ン
ト
が

が
、
富
士
山
ア

リ
ー
ナ
に
て
開

催
さ
れ
、
そ
の

場
所
に
お
も
ち

ゃ
修
理
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
私
た
ち
も
応
援
依

頼
を
受
け
、
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
大
勢
の
若
い
お
か
あ
さ
ん
方
と
、
子

ど
も
達
が
た
く
さ
ん
の
こ
わ
れ
た
玩
具
を
持
っ
て
、

集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

私
た
ち
は
張
り
切
っ
て
修
理
を
し
ま
し
た
。

み
つ
め
る
子
ど
も
や
父
母
も
真
剣
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
見
事
に
再
生
さ
れ
た
玩
具
に
喜
ぶ
親
子

の
笑
顔
に
、
私
共
メ
ン
バ
ー
も
元
気
を
貰
い
、
疲
れ

も
ふ
っ
と
び
ま
し
た
。
嬉
し
い
瞬
間
で
し
た
。

　
そ
の
と
き
の
体
験
で
す
が
、
「
河
口
湖
町
に
も
、

こ
の
よ
う
に
修
理
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い

な
あ
。
」
と
ふ
と
も
ら
し
た
若
い
お
か
あ
さ
ん
の
言

葉
が
私
共
の
心
に
と
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
う
だ
。
わ
が
町
で
も
『
お
も
ち
ゃ
病
院
』
を
創

ろ
う
！
私
達
は
早
速
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
『
お
も
ち
ゃ
病
院
』
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
の
届
け
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出

し
て
、
本
格
的
『
お
も
ち
ゃ
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
楽
し
い
お
も
ち
ゃ
が
次
々

と
生
き
返
り
、
本
年
三
月
ま
で
の
累
計
は
九
十
件
以

上
。
九
十
％
以
上
の
完
全
修
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
の
秋
　
健
康
科
学
大
学
の
「
蒼
麗

祭
」
の
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
、
共
同

募
金
や
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
参
加
さ
せ
て
貰
い
、
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
交
流
が
縁
と
な

り
、
な
お
、
社
協
と
生
涯
学
習
課
の
理
解
あ
る
支
援

で
現
在
は
、
生
涯
学
習
館
の
創
作
ル
ー
ム
で
毎
月
二

回
（
第
二
と
第
四
）
の
金
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で
『
お
も
ち
ゃ
病
院
』
を
開
院
し
て
い
ま
す
。

　
町
役
場
、
社
協
の
皆
さ
ん
の
ご
助
力
に
感
謝
し
て

今
後
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
シ
ニ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
今
七
人
と
な
り
ま
し

た
。
お
互
い
に
健
康
に
気
を
つ
け
て
明
る
く
、
朗
ら

か
に
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
心
優
し
く
、

物
を
大
切
に
す
る
心
を
は
ぐ
く
ん
で
い
け
た
ら
幸
せ

で
す
。
そ
し
て
、
つ
ね
に
地
域
に
奉
仕
で
き
る
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
八
月
十
四
日
の
山
日
新
聞
の
片
隅
に
、
こ
の
よ
う

な
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

「
八
月
十
五
日
は
、
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈

念
す
る
日
で
す
。
国
民
の
皆
さ
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
に
て
、
正
午
か
ら
一
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
」
　
厚
生
労
働
省

い
ま
や
、こ
の
記
事
に
感
銘
し
、
忌
ま
わ
し
い
66
年
前
へ

思
い
を
馳
せ
る
方
々
が
総
人
口
の
何
割
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
う
か
。
勿
論
激
減
し
て
お
り
ま
す
ね
。

　
し
か
し
、
生
命
あ
る
限
り
戦
争
を
語
り
継
ぎ
、
若
き

世
代
へ
平
和
の
尊
さ
を
呼
び
続
け
て
い
く
べ
き
で
す
。

　セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
で
は
今
後
も「
戦
争
体
験
」の
語

り
べ
を
求
め
、
集
録
し
て
ま
い
り
ま
す
。

蘇
っ
た
お
も
ち
ゃ
で

　
　
子
ど
も
た
ち
に
喜
び
を

平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め
て

　
　
〜
戦
争
を
語
り
継
ご
う
〜

米
山
　
昭
三

船  

津

お
も
ち
ゃ
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

今年度のアースウォッチ・プロジェクト　無事終了しました

河口湖フィールドセンター周辺の自然～胎内神社のコウモリ～

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○第14回ホタル・オオムラサキ賞の作品を募集しています。各学校から夏休み前に通知して頂いていますが、昨年同
　様、ポスター・作文・自由研究・写真の部門で9月30日締切です。ふるってご応募下さい。
○7月末に北海道大学で開催された日本鱗翅学会大会で、「絶滅危惧アサマシジミの局所個体群構造について」と題して、　
　2009年から富士河口湖町河口の御坂山麓里山環境で調査を継続しているアサマシジミの調査結果を報告しました。
○絶滅危惧チョウ類の保全のために広島大学と共同で実施しているミヤマシジミの幼虫と共生アリ類の体表物質の
　研究のために、9月3～6日に大村尚先生が来麓され共同で野外実験を行う予定です。

　今年度で9年目となったのアースウォッチ・プロジェクト「富士山周辺の絶滅危惧チョウ類」の第3回が7月22～24日に、第
4回（日立プロジェクト）が8月19～21日に開催されました。
　7月は一般会員4名と花王（株）から社員4名計8名が、8月は日立グループだけ
で募集していただいた15名の希望者から選抜頂いた10名と事務局員1名計11
名が参加下さいました。ほとんどは東京・埼玉の近県の方々でしたが、遠くは島
根県や大阪・京都府、愛知県などからも来て下さいました。
　7月は3日間とも富士山が見える快晴に恵まれ、8月は前線の影響で1日目の朝
にちょっと富士山が見えただけの小雨模様の天候でしたが、1日以外は予定通り
に調査を行うことが出来ました。主な調査地である本栖高原と野尻草原では、ヒ
ョウモンチョウ・ウラギンスジヒョウモン・ヤマキチョウ・ヒメシジミ・ホシチャバ
ネセセリの絶滅危惧チョウ類を確認でき、最近では周辺地域でほとんど見られ

なくなったこれらの絶滅危惧種
が、この2ヶ所の草原地帯では健在であることがわかりました。また、絶滅危
惧種ミヤマシジミの富士山北麓で唯一の生息地である梨ヶ原でも、2006
年以降減少傾向でしたが今年は5年前の2006年に近い個体が確認され、7
月には約320頭の幼虫が、8月には約140頭の成虫が見られました。梨ヶ原
では、ゴマシジミやベニモンマダラといった絶滅危惧種も確認され、2回の
プロジェクトで計8種の絶滅危惧チョウ・ガ類を観察出来ました。
　富士山の里山環境でも、絶滅危惧のチョウ類・鳥類・植物のほとんどがこ
れら富士北麓3草原に残るだけという状況になり、改めてこれら富士北麓
３草原の大切さを痛感すると同時に、これらをどのように保全して行った
ら良いかを再考する機会ともなりました。

　9月30日まで開催している今年度の富士山写真展「剣丸尾溶岩流上の自然（河口湖フ
ィールドセンター周辺の自然）」で紹介したり、広報でも何度かお知らせしていますが、
船津胎内樹型にはウサギコウモリとキクガシラコウモリの2種のコウモリが住み着いて
いて、時々、胎内神社（無戸室浅間神社）の天井で休んでいます。8月に入ってからは見か
ける回数が多くなり、16日にはウサギコウモリ２頭が、そして18日にはウサギコウモリ2
頭とキクガシラコウモリ1頭の計3頭が同時に見られました。
　4月30日に中川雄三さんに足輪を付けてもらったウサギコウモリの雄は、5月3・14日に
見られただけで以降全く確認されませんでしたので、5月中旬以降は別の洞穴に移動し
た可能性が高いと考えています。6月12日には授乳期のウサギコウモリ雌が確認され繁殖したのではとお伝えしましたが、
今回の2頭はその雌と子供の可能性が高いのではないかと考えています。8月には自動撮影カメラを設置しましたが、ネズ
ミは撮影出来るがコウモリには反応しないことがわかりましたので、1～5分おきのインターバル撮影を3夜行い、別々の日
に1回ずつ（20：04と21：36）1頭のコウモリが飛んでいるところが撮影されました。今後も、船津胎内樹型に生息する2種3頭
の貴重なコウモリ類の生態を探り報告して行きます。ご期待下さい。
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我
が
国
で
は
、
長
い
間
、
精
神
の
病
気
を
持
つ
人
に
対

し
、入
院
中
心
の
治
療
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

長
期
に
渡
る
入
院
患
者
が
増
え
、
中
で
も
、
病
気
は
良

く
な
っ
た
の
に
様
々
な
理
由
で
退
院
で
き
な
い
と
い
う

「
社
会
的
入
院
」
患
者
が
、
全
国
で
約
７
２
０
０
０
人

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
背
景
を
受
け
、
国
は
、
病
状
が
良
く
な
れ
ば
退
院
す

る
と
い
う
よ
う
に
、
「
入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活

中
心
へ
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。

精
神
の
病
気
を
患
っ
た
方
が
退
院
す
る
場
合
、
多
く
は

障
害
（
生
活
の
し
づ
ら
さ
）
が
あ
る
た
め
、
本
人
が
生

活
し
や
す
い
環
境
を
作
る
支
援
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

社
会
的
入
院
患
者
の
退
院
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
病
院
中
心
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
行
政
や
地
域
の
関

係
機
関
な
ど
多
く
の
人
が
積
極
的
に
支
援
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
・
・
・

そ
れ
が
「
地
域
移
行
支
援
特
別
対
策
事
業
」
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

山
梨
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
事
業
と
し
て
取
り
組

み
が
始
ま
り
、
現
在
は
保
健
所
が
あ
る
、
５
つ
の
圏
域

ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
11
箇
所
の
精
神
科

病
院
に
約
３
０
０
人
の
社
会
的
入
院
患
者
が
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
々
の
う
ち
、
退
院
支
援
を
希
望
す
る
方
に
「
地

域
移
行
推
進
員
」
を
派
遣
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
患

者
の
希
望
に
添
っ
た
支
援
を
行
う
た
め
、
そ
の
内
容
は

様
々
で
す
が
、退
院
後
の
生
活
に
関
わ
る
こ
と（
面
接
、買

い
物
、
料
理
な
ど
）
、
退
院
後
に
利
用
で
き
る
施
設
や

住
居
の
見
学
、
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き

等
の
同
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
中
で
は
、
次
の
よ
う
な
課

題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

○
住
居
の
確
保
（
退
院
先
が
み
つ
か
ら
な
い
）
○
保
証

人
（
保
証
人
が
い
な
く
て
家
を
借

り
れ
な
い
）

○
地
域
の
理
解　

○
経
済
的
保
証

（
働
く
場
が
少
な
い
）
等　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
も
、
各
保
健
所
に
「
地

域
体
制
整
備
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

が
配
置
さ
れ
、
ま
た
、
圏
域
ご
と

に
「
自
立
促
進
支
援
協
議
会
」
と

い
う
会
議
の
場
を
設
置
し
て
、
病

院
や
市
町
村
等
と
協
力
し
な
が

ら
、上
記
課
題
な
ど
の
様
々
な
問

題
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
主

治
医
の
推
薦
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
入
院
先
の
主
治
医
か
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
自
立
促
進
支
援
協
議
会
に
お
い

て
対
象
者
と
し
て
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
と
し
て
決
定
さ
れ
る
と
、
ま
ず
は
地
域
移
行

推
進
員
が
入
院
先
を
訪
問
し
、
退
院
後
に
希
望
す
る
暮

ら
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
希
望
に
沿
っ
て

病
院
や
市
町
村
等
と
退
院
ま
で
の
計
画
を
立
て
、
退
院

へ
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
地
域
で
暮
ら
す
準
備

が
整
い
、
退
院
し
た
後
も
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
に
は
、
多
く
の
理
解

者
・
協
力
者
が
必
要
で
す
。

１
人
で
も
多
く
の
方
に
、
こ
の
現
状
を
知
っ
て
頂
き

な
が
ら
、
精
神
障
害
を
持
つ
人
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ先
富士・東部保健福祉事務所　地域保健課　　　
ＴＥＬ　０５５５－２４－９０３５
富士・東部圏域精神障害者自立促進支援協議会事務局　
都留市地域活動支援センターむつみの家
ＴＥＬ　０５５４－４５－６８８７

精
神
障
害
者
地
域
移
行
支
援
特
別
対
策
事
業
と
は
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県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
出
演
者
・
出
店
大
募
集

「
山
梨
二
胡
の
会
」
富
士
北
麓
合
同
発
表
会

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
参
加
者
募
集

　
10
月
22
日
（
土
）
、
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場
前

広
場
で
行
わ
れ
る「
県
民
の
日
」の「
ふ
れ
あ
い
広
場
」へ
の

出
演
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
ま
せ
ん
か
？

＝
ふ
れ
あ
い
広
場
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
の
募
集
＝

■
参
加
資
格
　
県
内
に
在
住
す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
。

　
プ
ロ
、
ア
マ
不
問
。
高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
承
諾

　
が
必
要

■
発
表
内
容
　
内
容
不
問
。
但
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
公
序

　
良
俗
に
反
す
る
も
の
、
運
営
上
支
障
と
な
る
場
合
以
外

※

応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
よ
り
主
演
者
を
決
定

＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
＝

■
募
集
内
容
　
区
画
数
25
　
■
出
店
料
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
抽
選
に
よ
り
出
店
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
締
切
　
９
月
15
日
（
木
）

●
申
込
先
　
　
県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
運
営
委
託
先

　
　
　
　    

　（
株
）ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社
　企
画
制
作
局

　  

　
　
　
　
　    

TEL
０
５
５‐

２
３
１‐

３
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
は
除
く
）

●
問
合
先
　
　
山
梨
県
　
県
民
生
活
男
女
参
画
課

　
　
　
　
　
　
　
県
民
生
活
安
全
担
当
　

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
２
３‐

１
３
５
０

■
日
　
時
　
10
月
12
日
（
水
）

■
対
　
象
　
中
学
校
教
員
・
保
護
者
及
び
一
般
の
方

■
日
　
程

　
公
開
授
業
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分（
各
教
室
）

　
説
明
会
　
　
午
後
３
時
30
分
〜
（
視
聴
覚
室
）

　
　
・
前
期
募
集
入
学
者
選
抜
募
集
要
項
の
配
布
・
説
明

　
　
・
前
年
度
の
面
接･

作
文
問
題
の
解
説

　
　
・
質
疑
応
答
他

■
そ
の
他
　
上
履
き
を
ご
持
参
下
さ
い

●
問
合
先
　
富
士
北
稜
高
等
学
校
（
TEL
２
２‐

４
１
６
１
）

■
日
　
程
　
10
月
２
日
（
日
）
　
予
備
日
10
月
９
日

■
場
　
所
　
く
ぬ
ぎ
平
運
動
場
　
小
立

■
参
加
対
象
　
富
士
河
口
湖
町
内
に
在
住
も
し
く
は
勤

　
　
　
　
　
　
務
し
て
い
る
方

※

代
表
者
会
議
ま
で
に
、
参
加
者
の
定
住
確
認
や
勤
務

　
地
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
選
手
参
加
名
簿
に
会
社
の

　
認
証
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

そ
の
他
詳
細
は
代
表
者
会
議
で
説
明
し
ま
す

■
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

※

但
し
、
町
軟
式
協
会
費
を
支
払
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
協

　
会
費
と
し
て
、
別
途
５
０
０
０
円
が
必
要

■
申
込
期
限
　
９
月
15
日
（
木
）
正
午
ま
で
。

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
河
口
湖
町
野
球
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
９
０‐

２
３
３
８‐

４
０
７
５

■
日
　
時
　
９
月
11
日
（
日
）
　
午
後
１
時
開
演

■
会
　
場
　
富
士
吉
田
市
「
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
（
富
士
五
湖
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）

■
演
目
等
　
中
国
楽
器
「
二
胡
」
に
よ
る
合
奏 

　
　
　
　
　
中
国
の
名
曲
、
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
等

■
入
場
料
　
無
料

●
問
合
先
　
TEL
２
３‐

９
０
７
１
（
前
田
）

　
　
　
　
　
TEL
７
６‐

８
２
８
７
（
斎
藤
）

　
　
　
　
　
（
TEL
０
９
０‐

５
４
３
９‐

９
９
５
２
）

■
日
　
時
　

　
９
月
19
日
（
月
）
、９
月
23
日
（
金
）
、
10
月
１
日
（
土
）
、

　
10
月
２
日
（
日
）
、
10
月
22
日
（
土
）

　
各
日
程
と
も
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
　
所
　
サ
ン
パ
ー
ク
都
留
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４-

４
５-

１
３
８
８

■
費
　
用
　
大
人
　
１
５
７
０
円
、

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
１
０
４
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
１
回
分
の
リ
フ
ト･

レ
ン
タ
ル
代
）

■
服
装
等
　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
（
軍
手
可
）
、

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
プ
ロ
テ
ク
タ
ー（
レ
ン
タ
ル
あ
り
）
、

　
飲
み
物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
虫
除
け
、
虫
さ
さ
れ
薬
、

　
着
替
え

■
そ
の
他
　

　
・
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入
し
て
下
さ
い
。

　
・
レ
ン
タ
ル
ブ
ー
ツ
は
21
㎝
以
上
で
す
。

　
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
、
ス
ト
ッ
ク
は

　
　
無
料
レ
ン
タ
ル
で
す
。

　
・
昼
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
各
日
程
の
１
週
間
前
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
又

　
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　
　
坂
本
栄
樹
　
民
宿
八
崎
園
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
立
９
１
２-

１

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
９
０‐

４
７
４
９‐

４
０
０
７

　
　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
５‐

７
２‐

１
７
３
６

　
　
　
　
　
　
　M

a
il  y
a
g
asa
k
ien
@
ric.h
i-h
o
.n
e.jp

　
肩
こ
り
や
腰
痛
の
解
消
・
体
力
ア
ッ
プ
に
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
　
時
　
９
月
14
日
・
９
月
28
日
（
予
定
）

　
　
　
　
　
10
月
以
降
は
未
定
　
午
後
８
時
〜
９
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
講
　
師
　
牛
田
　
茂
先
生

※

そ
の
他
資
料
代
等
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
説
明

　
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下

富
士
北
稜
高
等
学
校

　

公
開
授
業
及
び
平
成
24
年
度
前
期
募
集

　
　
　
　
　
　
　

入
学
者
選
抜
説
明
会

富
士
河
口
湖
町
野
球
協
会

　
　
　

町
制
祭
第
８
回
軟
式
野
球
大
会

富
士
河
口
湖
町
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

　
　
　
　
　

親
子
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
教
室
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北
麓
シ
ル
バ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
19
回
地
場
産
業
ま
つ
り

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
さ
い
。

●
問
合
先
　
TEL
０
８
０‐

５
５
３
９‐

２
４
４
１
（
佐
藤
）

　
　
　
　
　
TEL
０
９
０‐

３
４
７
１‐

８
２
５
７
（
宮
下
）

■
日
　
時
　
10
月
５
日
（
水
）
雨
天
中
止

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
受
付

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場

■
対
　
象
　
50
歳
以
上
の
男
女
　
■
定
　
員
　
96
名

■
参
加
料
　
５
０
０
円
（
１
人
）

■
申
込
方
法
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
直
接

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
　
９
月
７
日
〜
９
月
21
日

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
先
着
順
）

●
問
合
先
　
富
士
北
麓
公
園
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
２
４‐

３
６
５
１
　

　
浅
間
神
社
を
見
学
し
な
が
ら
、
富
士
山
の
信
仰
に
つ

い
て
講
師
が
解
説
し
ま
す

■
日
　
時
　
９
月
11
日(

日)

　午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■
定
　
員
　
20
名
（
申
込
順
・
要
予
約
）
　

■
参
加
費
　
無
料
（
交
通
費
は
各
自
ご
負
担
）

■
場
　
所
　
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
（
現
地
集
合
）

■
講
　
師
　
　
山
大
和
さ
ん

■
申
込
・
問
合
先
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

０
２
５
９
　

 

　
２
０
１
２
年
度
の
入
園
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
バ
ン

ビ
ー
ノ
の
森
は
　
森
の
よ
う
ち
え
ん
　
と
　
モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
メ
ソ
ッ
ド
　
の
活
動
を
し
て
い
る
幼
児
教
育
施

設
で
す
。
入
園
を
ご
検
討
の
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
　
時
　
９
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
９
月
12
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら

※

会
場
準
備
の
た
め
、
参
加
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連

　
絡
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
F
u
j
i
こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森

　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
大
石
２
９
５
４‐

１

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

７
６‐

６
８
８
２

　
　
　
　
　
　E

-m
a
il

　in
fo
@
b
a
m
b
ifuji.jp

 

　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
富
士
山

に
ゴ
ミ
を
持
ち
こ
ま
な
い
、
捨
て
な
い
、
気
づ
い
た
ゴ

ミ
は
拾
う
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
富
士
山
の
自
然
・
歴

史
に
関
す
る
解
説
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
清
掃
活
動
を

行
う「
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
15
日(

土) 

　
午
前
８
時
20
分

■
定
　
員
　
25
名

　
　
　
　 

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要)

■
参
加
費
　
１
０
０
円
（
保
険
代
、
資
料
代
）

■
場
　
所
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３-

１

■
持
ち
物
　
防
寒
着
、
雨
具
、
帽
子
、
昼
食
、
飲
物
な
ど

■
装
　
備
　
山
道
を
歩
け
る
服
装
、
靴

■
募
集
期
間
　
９
月
１
日
（
木
）
〜
９
月
30
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先
　
富
士
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐
７
２‐

４
１
１
４
　

■
日
　
時
　
９
月
25
日
（
日
）
雨
天
決
行

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
場
　
所
　
忍
野
村
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

■
内
　
容
　
学
園
紹
介
、
模
擬
店
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
の
出
店
、
子
供
広
場
、そ
の
他
催
し
物
な
ど

●
問
合
先
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
　
TEL
２
３‐

５
１
５
５

■
日
　
時
　
９
月
24
日
（
土
）
、
25
日
（
日
）
２
日
間

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
　
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　

　
○
織
物
・
宝
飾
品
や
お
菓
子
・
ワ
イ
ン
な
ど
の
販
売

　
○
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　
○
ク
ラ
フ
ト
体
験
、こ
ど
も
広
場
、
お
楽
し
み
抽
選
会

　
○
勝
山
ス
ズ
竹
伝
統
工
芸
実
演
、
太
鼓
の
演
奏
な
ど

●
問
合
先
　
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

２
４‐

４
４
０
６

■
日
　
時
　
10
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
森
林
組
合 

（
グ
リ
ー
ン
エ
イ
ト
）

■
入
場
料
　
無
料

■
内
　
容
　

　
○
山
梨
県
産
の
き
の
こ
、
わ
さ
び
、
緑
化
樹
の
販
売

　
○
し
い
た
け
炭
火
焼
き
試
食
、
野
生
き
の
こ
展
示

　
○
き
の
こ
ほ
う
と
う
無
料
サ
ー
ビ
ス

●
問
合
先
　
富
士
東
部
特
用
林
産
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
８
５‐

２
０
１
３

　
　　　　（
鳴
沢
・
富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
組
合
内
）

　
＝
板
金
教
室
＝

　
建
築
板
金
道
具
の
手
入
れ
方
法
を
学
び
、
作
品
を
製
作

■
日
　
時
　
９
月
11
日
、
18
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
資
格
　
一
般
男
女

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
　
■
締
　
切
　
９
月
７
日

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

【
富
士
山
教
養
講
座
】 

〜
富
士
山
の
信
仰
〜

第
１
回
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
　
　

（
富
士
山
御
中
道
）
参
加
者
募
集

F
u
j
i
こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森

　
　
　
　

入
園
説
明
会

や
ま
な
し
特
用
林
産
フ
ェ
ア
i
n
富
士
東
部

　
　

富
士
東
部
特
用
林
産
ま
つ
り

第
35
回
ヨ
ハ
ネ
祭

　

「
お
い
で
よ
こ
こ
に
！
み
ん
な
の
ヨ
ハ
ネ
祭
」

”

”

“

“


